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Wnt5a 遺伝子の発現を siRNA法で抑制したところ，Wnt3a より誘導されるALPの発現が遺伝子お
よび酵素活性レベルで増強されることが明らかとなった。また，外因性に rWnt5a を添加したところ
Wnt3a誘導性ALP発現は逆に抑制され，一方でリコンビナントWnt3a刺激によりWnt5a遺伝子の発
現が有意に増加することが示された。
本研究の結果から，歯小嚢細胞においては古典的Wnt シグナルによる初期分化誘導に対して，
Wnt5a は負の調節因子として機能すること，古典的および非古典的Wnt シグナルが相互作用により
歯小嚢細胞の分化を制御する機構が存在することが示唆された。本研究の成果は歯周治療学をはじめ
とする臨床歯学の発展に貢献することが期待され，博士（歯学）の学位論文として相応しいと判断する。
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